
※発表は、1人10分以内（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ7分、質疑応答2分、発表の入替え1分以内）。

順番
開始
時間

終了
時間

氏　名 主査 研究テーマ

1 9:05 9:15 伊藤　嶺汰 家光 素行 異なる運動様式の一過性運動が唾液中 IgA ・抗菌ペプチド分泌応答に及ぼす影響

2 9:15 9:25 大桐　瑛斗 藤田 聡 ウェアラブルデバイスによる心拍数を基にした中高強度身体活動時間評価の妥当性

3 9:25 9:35 田　鷹優 長野 明紀 UCM解析による打撃動作の関節間協調の解明

4 9:35 9:45 友定　啓仁 笹塲 育子 チームビルディングを用いたラグビーチームにおける集団効力感向上の可能性

5 9:45 9:55 西川　明花 笹塲 育子 やり投げ選手におけるトップアスリート移行に必要な性格特性傾向

6 10:05 10:15 松堂　光 後藤 一成 低酸素環境で⾏う⾼強度運動が睡眠に及ぼす影響

7 10:15 10:25 安永　壮佑 家光 素行 老齢マウスの低強度レジスタンストレーニングは骨格筋由来のirisin を介して血管内皮機能を改善させる

8 10:25 10:35 SU Yang 橋本 健志
Combined effects of low-intensity resistance exercise with electrical muscle stimulation on the cognitive
enhancement

9 10:35 10:45 露木　守 後藤 一成 持久性運動後の冷水浴および温水浴が運動パフォーマンスの回復に及ぼす影響

10 10:45 10:55 LO Tingyuan 家光 素行 若年女性を対象とした空気質制御が中等強度の運動における主観的運動強度に与える影響

11 11:05 11:15 石原　雄太 清家 理 脳血管疾患を罹患している地域在住中高年者の主観的ニーズの実態探索

12 11:15 11:25 江頭　悠 塩澤 成弘 オンライン会議会話促進のための⾮⾔語⾏動フィードバックシステムの開発

13 11:25 11:35 原　吉温 後藤 一成 乾式ホットパックを用いた運動前日の温熱処置が運動誘発性筋損傷に与える影響

14 11:35 11:45 佐々木　創野 岡本 直輝 野球の打撃におけるインサイドアウトのスイングの検討

15 11:45 11:55 下垣　拓深 家光 素行 ⼀過性の⾝体的・精神的ストレスによる疲労応答と糖化最終⽣成物(AGEs)の関連

16 12:55 13:05 須藤　崇太 長積 仁 プロ野球球団と同⼀地域に拠点を置く独⽴リーグ球団とスポンサーの関係性-エコシステムに着⽬して-

17 13:05 13:15 髙田　凌佑 大友 智
中学校体育授業における教師の相互作用行動が生徒の社会的スキルに及ぼす影響の検討
－特に，チームの発展過程に焦点をあてて－

18 13:15 13:25 髙野　茉歩 海老 久美子 若年女子審美系アスリートの食生活に影響を及ぼす心理的要因の検討

19 13:25 13:35 武本　有世 藤田 聡 身体活動レベルの違いがたんぱく質必要量に与える影響―指標アミノ酸酸化法を用いた検討―

20 13:35 13:45 田守　康彦 上田 憲嗣 スポーツペアレンティングに関する実態調査及び改善方法の検証-学童野球チームを対象として-

21 13:45 13:55 中郡　武信 後藤 一成 通常酸素環境と低酸素環境での競泳練習後のパフォーマンスおよび酸化ストレスの⽐較

22 14:05 14:15 夏井　智隆 後藤 一成 日中に行う暑熱環境での一過性の持久性運動が睡眠に及ぼす影響：通常環境での運動と比較して

23 14:15 14:25 林川　泰知 上田 憲嗣 サッカーのゲームインテリジェンスに関する基礎的研究～ジュニア期の選手に着目して～

24 14:25 14:35 平山　友梨 種子田 穣
スタジアム・アリーナにおける新たなコミュニティ創造とイノベーション
 ―北海道ボールパークFビレッジの「共同創造空間」の創造を事例に―

25 14:35 14:45 前岡　優里 後藤 一成 水中運動が血管内皮機能に及ぼす影響：陸上運動との比較

26 14:45 14:55 箕浦　聡哉 長野 明紀 ランニングシューズの違いに着目したランニング動作中の下肢のキネティクス

27 14:55 15:05 BI Yingjun 種子田 穣
上海申花クラブの関係性マーケティングとファンコミュニティの創造
-自発的ファンクラブの役割に着目して-

以上

休憩60分

休憩10分

15：05～　閉会の挨拶　長野副学部長

【参加者への連絡事項】
・キャンパスでの対面参加者は、開始時刻10分前をめどに来場ください。
　Zoom参加者は、開始時刻5分前をめどに接続ください。参加時の氏名は、所属・フルネーム標記、音声は、ミュートで参加ください。
・当日までに、修士論文の要旨をまとめたデータを配信いたします（スポーツ健康科学研究科所属教員・M院生のみへ配信）。

【発表者への連絡事項】
・当日の服装は、スーツを着用ください。
・当日は全員が公聴会用のzoomに参加した上で、発表用資料をzoomの画面共有機能を用いて、各々発表していただきます。必ず自身のPCを持参してくださ
い。
・発表は、R101で対面実施を基本とします。やむを得ない理由でzoom発表を希望する方は、必ず事前に指導教員の了承を得た上で事務局へ相談ください。
　発表資料は、事務局へ事前提出し、当日は自身のPCから、zoomの画面共有で発表してください。事前提出方法は別途ご案内します。

2024年度 スポーツ健康科学研究科 M2・M3公聴会　タイムスケジュール

日時：2月8日（土）9時00分～15時10分頃（対面＠R101とZoomの同時開催）

開会の挨拶：長積研究科長／閉会の挨拶：長野副学部長／司会：前大先生・小林友都さん

9：00～9：05　開会の挨拶　長積研究科長

休憩10分

休憩10分


